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【福祉ニュース解説】
「こども大綱について」

子ども家庭支援委員会
委員長　佐々木　祐也

１　はじめに

　令和５年４月１日、こども基本法が施行

されました。この法律は、日本国憲法及び

児童の権利に関する条約（以下「こどもの

権利条約」という。）の精神に則り、すべ

てのこどもや若者が将来にわたって幸福な

生活を送ることができる社会を実現するた

めに、こども施策に関する基本理念を定め、

国の責務等を明らかにした上で、こども施

策を総合的に推進することを目的としてい

ます。こども大綱は、この「こども基本法」

に基づいて策定されています。

　こども大綱は、これまで別々に作成・推

進されてきた、「少子化社会対策基本法」「子

ども・若者育成支援推進法」「子どもの貧困

対策の推進に関する法律」に基づく3つの

こどもに関する大綱を一つに束ね、こども

施策に関する基本的な方針や重要事項等を

一元的に定めています。

２　こども施策に関する基本的な方針

　全てのこども・若者が身体的・精神的・

社会的に幸福な生活を送ることができる

「こどもまんなか社会」の実現に向けて、

日本国憲法、こども基本法及びこどもの権

利条約の精神に則り、以下の６つの柱を基

本的な方針として定めています。

①こども・若者を権利の主体として認識

し、その多様な人格・個性を尊重し、

権利を保障し、こども・若者の今とこ

れからの最善の利益を図る

②こどもや若者、子育て当事者の視点を

尊重し、その意見を聴き、対話しなが

ら、ともに進めていく

③こどもや若者、子育て当事者のライフ

ステージに応じて切れ目なく対応し、

十分に支援する

④良好な成育環境を確保し、貧困と格差

の解消を図り、全てのこども・若者が

幸せな状態で成長できるようにする

⑤若い世代の生活の基盤の安定を図ると

ともに、多様な価値観・考え方を大前

提として若い世代の視点に立って、子

育てに関する希望の形成と実現を阻む

隘
あいろ

路の打破に取り組む

⑥施策の総合性を確保するとともに、関

係省庁、地方公共団体、民間団体等と

の連携を重視する

３　こども施策に関する重要事項

　「こどもまんなか社会」を実現するため、

こども施策に関する重要事項を定めていま

す。

　施策を進めるにあたっては、それぞれの

ライフステージに特有の課題があることか
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ら、ライフステージを通した重要事項の他、

ライフステージ別の重要事項を定めていま

す。

　また、核家族化や地域とのつながりの希

薄化が進む中、子育て当事者は、子育てに

関する助言や支援、協力を得ることが難し

い状況にあると言われています。子育て当

事者が、過度な不安や負担を抱くことなく、

健康で、自己肯定感とゆとりを持ってこど

もに向き合うことができるよう、子育て当

事者への支援に関する重要事項も定めてい

ます。詳細については、資料１のとおりで

す。

４　こども施策を推進するために必要な事項

　これまで、こども大綱に定められた基本

的方針や重要事項に基づき「こどもまんな

か社会」を実現するため、国や地方公共団

体の役割に触れながら、こども・若者の政

策決定過程への意見反映やこども・若者な

どへの包括的な支援体制の構築、自治体こ

ども計画策定の推進など、こども施策を推

進するために必要な事項について、以下の

３つの事項を定めています。

①こども・若者の社会参画・意見反映

②こども施策の共通の基盤となる取組

③施策の推進体制等

　上記事項に関する詳細は、資料２のとお

りです。

５　おわりに

　こども・若者や子育てを取り巻く環境は、

こども・若者の孤独・孤立化や自殺などの

生命・安全の危機、児童虐待、子育てと仕

事の両立の難しさ、依然として子育てなど

の負担が女性に偏っている状況など、さま

ざまな課題が山積しています。これらを解

決するため、こども施策を推進し「こども

まんなか社会」を実現することが重要とな

ります。

　私たち社会福祉士は、これらの施策の実

現に向け、これまで以上にこども・若者や

子育て当事者への支援に関わることが求め

られています。さらに今後は、全国の地方

公共団体で自治体こども計画の策定が進み

ます。この機会に、皆様もぜひこども大綱

を中心としたこども・若者や子育て当事者

への支援に関する取組についてご確認くだ

さい。

（参考）

・こども家庭庁ホームページ

　（https://www.cfa.go.jp/top）

・こども家庭庁ホームページ内「こども大

綱の推進」

（https://www.cfa.go.jp/policies/

kodomo-taikou）

https://www.cfa.go.jp/top
https://www.cfa.go.jp/policies/kodomo-taikou
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資料１　こども施策に関する重要事項（出典：こども家庭庁「こども大綱（説明資料）」
　　　　（こども家庭庁ホームページ）、参照2024年５月22日）

資料２　こども施策を推進するために必要な事項（出典：こども家庭庁「こども大綱（説明資料）」
　　　　（こども家庭庁ホームページ）、参照2024年５月22日）
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【新人社会福祉士の紹介】②

氏名：信田　和奏（24歳）
所属：道南地区支部
社会福祉法人函館厚生院
函館市地域包括支援センターたかおか

　私は大学時代に外国にルーツのある方の

日本語学習等に関わりがあり、国際福祉に

携わる社会福祉士を目指していましたが、

相談援助実習の実習指導者の姿に衝撃を受

けて、「私も社会福祉士としてこの場所で

成長し続けたい。」と思うようになりまし

た。現在、実習先が職場となり、社会福祉

士として配属されて３年目となります。

　地域包括支援センターに勤めてから、多

種多様な価値観を持っている利用者や家族

と接することが多く、利用者の価値観の受

容や利用者を取り巻く構造を捉えることの

難しさを感じています。日々、自身の支援

経過を振り返りながら、自分と向き合い、

悩みながら業務にあたっています。

　地域包括支援センターでは、利用者の選

択に寄り添う場面に立ち会うことが多くあ

ります。私は、利用者が持っている強さを

最大限に発揮できて、その人らしい生活を

送れる選択ができるように環境を整え、社

会資源の情報提供をするために、社会福祉

士の倫理綱領に基づいた支援や、日々専門

性を高めることが必要だと実感しています。

　今後、私も皆様のように社会福祉士とし

て一翼を担えるよう自己研鑽に努めたいと

思います。何卒よろしくお願いいたします。

　聞こえない人たちの就労の場で仕事を始
めて約９年が経ちました。
　それまで医療や行政などの職を転々とし
ていましたが手話でのコミュニケーション
はまだ十分ではない状態での転職。たど
たどしい手話を使いながらパンやお菓子作
り、時には日用大工で店先を整える「菓子
工房の職員」でした。パッと見、お菓子屋
さんですが、生活支援員として配置されて
いましたので、問題は山積みです。数々の
壁にぶち当たり、福祉についてきちんと勉
強をしようと考えるようになりました。手
話通訳の養成講座に通っていたので修了と
同時に専門学校の通信課程に申し込みまし
た。申込には小論文か職場の推薦状が必要
でしたので、私は、小論文は書かずに上司
に推薦状をお願いしました。そして社会福
祉士を目指すことを言いふらし、社会的に
逃げられないようにしたのです。
　一昨年１回目の試験で不合格だった時に
は勉強したくないと泣きました。泣いても
どうしようもないのはわかっていたので、
また参考書を開き、仕事に追われながら、
勉強の日々。なんとか２回目の試験に合格
することができました。そして昨年から社
会福祉士会の会員になり、何かを変えよう
と奮闘しております。
　今でもまだ問題は山積みですが、どうに
か頑張りたいと思っています。どうぞよろ
しくお願いいたします。

【新人社会福祉士の紹介】①

氏名：沖田真紀子（52歳）
所属：道央地区支部
公益社団法人
札幌聴覚障害者協会
聴覚障害者支援センター　ほほえみ作業所
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　「ベテラン」…。このフレーズがピンと

きていない状況での執筆に戸惑いを感じて

います。これは謙遜ではなく正直な思いで

す。年齢と福祉現場での経験年数は積み重

ねていますが、ベテランという言葉はそれ

だけではない、「熟練」や「プロフェッショ

ナル」という要素も含まれているのではと

思います。しっくりこないのも頷けます。

　私は現在、美深福祉会という上川北部地

区の法人の障害福祉領域の事業所で働いて

おります。美深町に就職して20年となり、

その間、「入所施設」「就労継続Ｂ型」「グルー

プホーム」「相談支援事業所」で業務を行い

ました。地元は中頓別町という宗谷地区に

位置する田舎町ですが、地元より長く美深

町で生活し、家族四人で賑やかに生活して

おります。

　社会福祉士会は2009年に入会しており

ます。道北地区支部の幹事、現場実習指導

研修委員会の委員をさせていただき、現在

は、北海道社会福祉士会の理事として、現

場実習指導研修委員会の委員長と、ぱあと

なあ北海道の担当理事をしております。入

会されていない社会福祉士の仲間から、「社

会福祉士会に入るメリットは？？」と聞か

れることがあります。正直なところ、会員

【ベテラン社会福祉士の視点】①

「今が成長期」
氏名：北村　満広（46歳）
所属：道北地区支部
社福）美深福祉会
地域生活支援センター
のぞみ

になったということだけではメリットは少

ないと思います。しかしながら、活用によっ

ては大きな可能性があります。主体的な研

修会への参加や、研修や交流会の運営等に

携わることで、確実に仲間との繋がりが生

まれます。私はその繋がりを仕事でも大

いに活用させていただいています。ネット

ワークを活用することで、自分だけでは対

応が難しいケースにも広がりを持つことが

できます。それらは、クライエントの利益

にも繋がります。

　自身の仕事である障害福祉の実践だけで

はなく、会で活動することにより、多様な

広がりが生まれます。私は成年後見人とし

ての活動や、大学ではソーシャルワーク実

習関係の科目にて、OSCE（客観的臨床能

力試験）の評価に携わらせていただいてい

ます。また、実習指導者講習会では、実習

マネジメント論と実習スーパービジョン演

習の講師をさせていただき、会への入会を

通して生まれた人との繋がりが、自身の活

動に広がりを持たせてくれました。そう

いった意味では、会での活動は無限大の可

能性を持たせてくれると思います。

　そんな私も46歳になりました。まあまあ

な年齢ですが、人間の成長に限りはありま

せんし、評価されるような実践もしており

ません。今が成長期だと思っておりますの

で、これからも人との繋がりの中で成長で

きればと思っております。
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　社会福祉士の資格を取得してから二十数
年余り、会や支部の関りは時間と共に遠の
いていました。社会福祉士会には所属して
いるとはいえ、活動らしいことや研修会に
参加もしていない自分がいました。
　転機が訪れたのは、2021年９月14日配
信の北海道社会福祉士会の会員専用メール
です。目次を見ると、「研修のお知らせ基
礎研修Ⅰ受講費無料化に伴う再募集」の案
内でした。これは是非受講する価値や意義
があると直感で感じ、学んでみたい気持ち
になりました。そもそも基礎研修Ⅰって何
かも分からず、開催要項をみて理解した次
第です。成年後見人人材育成研修を受講に
は必要な研修なので、目標としては基礎研
修Ⅲまで、最短の３年間で修了することを
決めました。理由としては、①間隔をあけ
ると仕事との両立なので気持ちが続かない
こと②気力や体力の限界は３年くらいと感
じたこと③最短で取れない場合はあきらめ
ることと決めていました。eラーニングや
テキストの内容については、学生時代に取
得した知識や技術からカリキュラムが大き
く変わっていたと感じました。具体的には、
次の３つの例を上げます。
　①eラーニングの確認テストは80点以上
で合格、証明書の発行ですが、何回も挑戦

【ベテラン社会福祉士の視点】②

「基礎研修３年間の受講を
振り返る」
氏名：成田　啓介（56歳）
所属：十勝地区支部
社福）幕別真幸協会
特別養護老人ホーム札内寮

する科目もあり、テキストやeラーニング
を復習しました。苦労はしましたが、達成
感と学びなおしの重要性を感じました。
　②意思決定支援については、判断能力が
不十分である場合のみならず、様々な場面
で求められることから、障害者や認知症の
人の特性に応じた適切な配慮を行う等、権
利擁護や自己決定の尊重と本人中心主義の
ケアにつながっていることを確認しまし
た。
　③サービス管理・経営系科目では、社会
福祉士が業務の一つとして福祉経営も位置
づけがされていることは承知していました
が、措置時代・運営という言葉で講義や教
育を受けてきた者としては、カリキュラム
が時代や新たな課題解決に向けて大切なこ
とだと思いました。
　３年間のうち集合研修は、コロナ禍で、
最後の基礎研修Ⅲだけでしたが、この基礎
研修Ⅲの集合研修が同じ目標や考えをもっ
て研修を受講している人（オンラインでは
知っていた）なので、グループワークは、
熱い議論や意見で盛り上がりました。お互
いの意見や考えを尊重し合い、受講者は満
足感や達成感があったと思います。時間
が足りないくらいでした。講師やファシリ
テーターに支えていただき、進行やグルー
プワークもスムーズにいきました。今後は、
成年後見人材育成研修に向けての準備を進
めていきます。
　結びに、この機会を与えてくれた社会福
祉士会に感謝と新しく出会えた仲間の支え
と協力があり、助けられました。ありがと
うございました。
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【地区支部からのお知らせ】

【道央地区支部】

　道央地区支部からのお知らせ（詳細は地

区支部ホームページにて）

１．災害支援を考えるセミナー

７月27日㈯　９時45分～12時

活動報告「能登半島地震から被災地の状況、

支援の必要性を考える」

報告者①：札幌市東区第三地域包括支援

センター 幅埼　久子　氏

報告者②：札幌市社会福祉協議会地域福

祉部 安富　里枝　氏

説明「社会福祉士会における災害支援活動

と活動方針」

説明者：北海道社会福祉士会道央地区支

部事務局長 柏　浩文　氏

意見交換「能登半島地震を踏まえた日ごろ

の構え」

２．会員サロン

８月24日㈯　10時～12時

「北海道における外国人労働者の現状と課題」

北海学園大学教授 宮入　隆　氏

【道北地区支部】

　道北地区支部では、５月18日に上川北部

ブロック研修として「虐待・ハラスメント

の背景」と題し、田頭理弁護士を講師に開

催しました。６月８日には春季セミナー「災

害時支援における社会福祉士の役割」と題

し、北星学園大学の鈴木克典教授を講師に

講演と会員よる実践報告その後、支部全体

会を開催し、17日には司法福祉委員会に

て「犯罪を犯した者又は非行少年に対する

社会福祉士の関与の在り方についてPART

８」を開催しました。そのほかにも「ワー

カーズサロン」や「ぱあとなあ」の定期開

催も実施しています。

【道南地区支部】

　去る令和６年３月２日㈯にSW三団体合

同研修会を開催しました。

　今回の研修会テーマは「地域を変えよ

う！身元保証人問題の解決に向けて」と

し、有識者である日本福祉大学の林雄介准

教授をお招きし、講演・パネルディスカッ

ションを行いました。参加者はMSW協会、

PSW協会、日本福祉大学同窓会の方々も

含め、106名が参加されました。

　その他、学習会・成年後見事例検討会・

司法と福祉の連携勉強会を定例開催してお

ります。道南地区支部では、今後も会員の

皆さまの学びとなる研修会等を企画してい

きます。

【日胆地区支部】

　令和６年度に入りました。昨年度から

80-50問題や、ケアラー支援に関わる相談

や、触法障がい、高齢者の支援など、ソー

シャルワーカーとしてもより包括的な視点

や支援体制をコーディネートできる技量が

求められてきています。

　また、多職種との連携や協働に関わる要
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　この内、社会福祉セミナー（生活困窮者

支援について～居住支援（スパロウハウス）

の取り組み～）では、特定非営利活動法人

ワークフェア（北見市）の方々にオンライ

ンにてご講演いただき、生活困窮者支援の

具体的な取り組みを、複数の事例を用いて

詳細に解説していただきました。

【釧根地区支部】

　釧根地区支部では前年度も好評だった会員

交流を深める企画を今年も検討しています。

　入会間もない会員をターゲットにして、

学びを深め、楽しめる企画を通して会活動

（基礎研修等）に興味を持ってもらうねら

いです。

　交流を深めることで顔の見える関係を少

しでも取り戻し、会活動を活性化したいと

考えています。

　全体会と同日開催の社会福祉セミナーで

はDWATで能登派遣の経験した会員から

DWATの仕組みや実際の災害支援の報告

を聴講しました。

　今年度もよろしくお願いいたします。

として、ソーシャルワーカーの役割がより

一層求められてきておりますので、個々の

技量とともに、関係者との「つながる力」

のスキルアップが出来るような場を作れる

よう、日胆地区支部も頑張っていきたいと

思いますので、よろしくお願いいたします。

【十勝地区支部】

　十勝地区支部では、５月18日に「全体会・

学習会」を開催しました。学習会では寸劇

を通して「刑事司法と社会福祉士の連携」

について学ぶとともに、司法連携部会で昨

年実施したアンケート報告なども行いまし

た。全体会では、支部長の管外への転勤に

伴い、あらたな役員体制について見直しを

行いました。

　十勝地区支部で昨年度、アフターコロナ

を見据えて顔の見える場づくりの必要性を

感じながら全４回「ソーシャルワークカ

フェ」を開催してきました。今年度、あら

たな体制のもと、計画した事業を実施する

とともに、十勝にお住いの方々にとって公

益となるような地区支部活動に取り組んで

まいります。

【オホーツク地区支部】

　３月には、会員学習会、権利擁護セミ

ナー、社会福祉セミナーと多くの研修を開

催し、たくさんの方々にご参加いただきま

した。年度末のお忙しいときにもかかわら

ず、ありがとうございました。
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【応募方法】
　応募フォームまたはメール・FAX・郵送でご応募ください。
　応募フォームはこちら⇒https://forms.gle/hyt4iGUrUYZprPyZ9
＜メール・FAX・郵送の場合＞
　件名を「懸賞について」とし、①氏名　②会員番号　③答え　④本誌の感想などを記載
しご応募ください。
　応募締切：2024年７月31日㈬　※消印有効
　応 募 先：北海道社会福祉士会事務局（表紙に記載）

【前号の答え】　②９月
※認知症月間は９月です。オレンジ色を認知症支援のシンボルカラーとして、普及啓発が
各地で行われています。

【前号の当選者】
　工藤　貴志さん（日胆支部）、佐藤　朋紘さん（道央支部）
　谷口　健一さん（道南支部）
以上の３名でした。おめでとうございます！

【Break time ～三択クイズ～】

　正解者の中から抽選で３名様に、３千円相当の景品をプレゼントします。
　回答及び当選者は次号に掲載します。

Ｑ．こども大綱は「○〇〇基本法」に基づいて策定されています。
　　○に入るのは次のうちのどれでしょうか。

①障害者　　②教育　　③こども

【数字で見る北海道社会福祉士会】
　全道７地区支部ごとの登録者数は以下のとおりで、多くの会員が全道各地で活躍しています。
　北海道社会福祉士会は、随時入会いただくことができます。以下のURLから正会員入会資料
請求ができますので、入会をご希望される方がお近くにいらっしゃいましたら、ぜひ資料請求
してください。
　URL：https://www.hokkaido-csw.or.jp/member/membar01/inquiry.html

総会員数（2024年５月末現在）1,829名

●道央地区支部（札幌・石狩・後志・空知） 807名
●道南地区支部（渡島・檜山） 171名
●道北地区支部（上川・留萌・宗谷） 235名
●オホーツク地区支部（オホーツク） 117名
●日胆地区支部（胆振・日高） 172名
●十勝地区支部（十勝） 172名
●釧根地区支部（釧路・根室） 155名

https://forms.gle/hyt4iGUrUYZprPyZ9
https://www.hokkaido-csw.or.jp/member/membar01/inquiry.html
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